
A18（桜井中央） 

【 磐余稚
いわれわか

桜 宮
ざくらのみや

 伝承地 】 

～ 磐余稚桜神社 履中天皇の宮跡 ～ 
 

 

磐
余
稚
桜
神
社
の
ご
祭
神
は
菅
原
道
真
公

で
す
が
、
稚
桜
（
わ
か
ざ
く
ら
）
の
名
前
は
、

『
日
本
書
紀
』
に
履
中
天
皇
が
こ
の
地
に
宮

を
作
り
、
後
に
磐
余
池
を
作
っ
た
と
あ
る
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
天
皇
が
、
こ
の
磐
余
池

で
宴
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
盃
の
中
に
桜
の
花

が
散
っ
て
入
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
宮
の
名

前
を
「
磐
余
稚

い
わ
れ
わ
か

桜

宮

ざ
く
ら
の
み
や

」
と
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
磐
余
稚
桜
宮
」
に
つ

い
て
は
、
桜
井
市
谷
の
若
桜
神
社
と
こ
の
磐

余
稚
桜
神
社
の
二
つ
が
伝
承
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 

 
 

（
桜
井
市 

池
之
内
） 

 


